
1. 序

　本稿その 2 では，軸材角度および合板の境界条件が面

材釘の一面せん断挙動に与える影響を把握するため，前

稿その 1 で報告した実験装置および試験体を用いた釘接

合部実験の結果と考察を報告する．

2. 釘接合部実験結果

2.1  荷重 - せん断変形関係

　図 1 は t=9mm における軸材角度 (0°，45°，90°) ごと

の荷重せん断変形関係である．(a) は浮上がり拘束のな

い場合であり，(b) は浮上がり拘束のある場合である．

浮上がり拘束の有無に関わらず，軸材角度が大きくなる

にしたがい初期剛性および同一変位時の耐力が低くなる

傾向が見られた．

　図 2 は t=12mm の場合の実験結果である．浮上がり拘

束のない場合は軸材角度に関わらず，t=9mm とほぼ同

様の傾向を示したが，軸材角度が 90° で浮上がり拘束の

ある場合には降伏後もほとんど耐力低下が見られず高い

変形能力を示した．

2.2  合板浮上がり - せん断変形関係

　図 3 は t=9mm における材軸角度ごとの合板の浮上が

りと釘のせん断変形関係である．図 1 の荷重せん断変形

関係と対応させると，降伏後塑性変形の開始とともに浮

上がりが始まり，その後塑性変形の進行に伴って増加し

ていることがわかる．また，増加の割合は軸材角度が大

きいほど高い．

　図 4 は t=12mm の結果である．(a) の浮上がり拘束の

ない場合には t=9mm とほぼ同様の傾向が見られたが，

浮上がりを拘束した (b) では，軸材角度ごとの差は見ら

れなかった．

3. 釘接合部実験結果の考察

3.1  釘のめり込みに関する検討

　図 5 は載荷後に測定した釘のめり込み量と軸材角度の

軸材角度および合板の境界条件を考慮した面材釘のせん断挙動

その 2　釘接合部実験結果および考察
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図 1　荷重 - せん断変形関係 ( 合板厚さ：9mm) 図 2　荷重 - せん断変形関係 ( 合板厚さ：12mm)
(b)  浮上がり拘束あり(a)  浮上がり拘束なし (a)  浮上がり拘束なし (b)  浮上がり拘束あり
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図 3　合板浮上がり - せん断変形関係 ( 合板厚さ：9mm) 図 4　合板浮上がり - せん断変形関係 ( 合板厚さ：12mm)
(b)  浮上がり拘束あり(a)  浮上がり拘束なし (a)  浮上がり拘束なし (b)  浮上がり拘束あり
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図 7　最大耐力

図 10　終局耐力時の変形図 9　初期剛性
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図 5　釘のめり込み量 図 6　釘のめり込み
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関係を示した図である．釘のめり込み量は図 6 に示すよ

うに，釘を打ち込んだ位置から載荷後に釘が軸材にめり

込んだ位置までの長さと定義した．

　全体的に見ると，軸材角度が大きいほどめり込み量が

小さく，軸材角度が 0° のめり込み量は，90° の約 2 倍

である．合板の浮上がり拘束の有無について見ると，浮

上がり拘束のある場合の方が，釘のめり込み量が増加し

た．これは軸材角度が 0° の場合は，繊維に沿った軟ら

かい方向に釘がめり込むのに対し，90° の場合は繊維が

抵抗してめり込みにくく，釘が抜けていくためであると

考えられる．

3.2 軸材角度ごとの最大耐力および変位

　図 7 は最大耐力と軸材角度の関係である．合板厚さや

合板の浮上がり拘束の有無に関わらず，軸材角度が大き

いほど最大耐力が小さい．

　図 8 は最大耐力時の変位と軸材角度の関係である．

t=9mm で合板の浮上がり拘束のない場合は，軸材角度

に関わらず最大耐力時の変位は同程度であったが，浮上

がり拘束のある場合では，軸材角度が 0° のときに浮上

がり拘束のない場合に比べ，約 2 倍の変位を示した．

　t=12mm，軸材角度が 90° かつ浮上がり拘束のある場

合は，他の条件時の軸材角度が 90° の場合に比べ，約 2
倍の変位を示した．

3.3 軸材角度ごとの初期剛性

　図 9 に初期剛性と軸材角度の関係を示す．初期剛性の

算出には，参考文献 6) に記されている評価方法を用いた．

　合板厚さや合板の浮上がり拘束の有無に関わらず，軸

材角度が 90° の場合に初期剛性の低下が見られた．これ

は軸材角度が 90° の場合には，繊維が抵抗してめり込み

にくく，早い段階から釘が抜けていくためと考えられ，

特に t=9mm の浮上がり拘束のない場合にその傾向が顕

著に見られた．

3.4 軸材角度ごとの終局耐力時の変位

　図 10 に終局耐力時の変形と軸材角度の関係を示す．

終局耐力時の変形の算出には，参考文献 6) に記されてい

る評価方法を用いた．

　t=9mm で合板の浮上がり拘束のある場合と，t=12mm
で浮上がり拘束のない場合では，いずれも軸材角度が

0° と 45° の場合で同程度の終局耐力時の変位を示した．

これは 90° の場合の終局耐力時の変位の約 2 倍である．

また t=12mm，合板角度が 90°かつ浮上がり拘束のある

場合に最も大きい変形を示した．

4．結

　本稿その 2 では，軸材角度および合板の境界条件を考

慮した釘接合部実験を行い，以下の結果を得た．

1. 合板厚さや合板の浮上がり拘束の有無に関わらず，

軸材角度が小さいほど最大耐力は高い．
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2. 合板厚さ 12mm で合板の浮上がり拘束のある場合

は，浮上がりに対する高い拘束効果があるため，軸

材角度に関わらず高い変形能力を示した．

　これらの面材釘 1 本あたりのせん断挙動を考慮し，面

材壁の耐力評価を行うことが今後の検討課題である．
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図 8　最大耐力時の変形
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